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ゴミの裏方さん

４年 回
目
‥
］

溺.404

　みなさんが出したゴミを集め、その処理をしてい

る人たちがいます。毎日、たくさん出るゴミと戦い、

黙々とゴミの処理をしている、そんなたのもしいゴ

ミの裏方さんです。
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町
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
を
衛
生
的
に

か
つ
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。
こ
の
家

庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
収
集
運
搬
・
処
理
に
は
、
ご
覧
の
よ
う

に
多
額
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、
ゴ
ミ

排
出
量
の
増
加
に
と
も
な
う
処
理
能
力
は
、
限
界
近
く
ま
で

き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
家
庭
の
み
な
さ
ん
の
ち
よ
っ
と
し
た

心
が
け
一
つ
で
ゴ
ミ
が
減
量
で
き
、
収
集
・
処
理
が
円
滑
に

進
み
、
処
理
施
設
で
あ
る
焼
却
施
設
や
前
処
理
施
設
の
機
械

設
備
の
故
障
や
摩
耗
が
少
な
く
て
長
持
ち
す
る
ば
か
り
か
、

多
額
の
ゴ
ミ
処
理
経
費
が
節
減
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

て
い
た
だ
き
、
ゴ
ミ
を
少
な
く
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
「
き
ま
り
」
や
「
約
束
ご
と
Ｌ
を
守

り
ヽ
ゴ
ミ
の
収
集
運
搬
・
処
理
ガ
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

るゴミ

ご協力ください

｀W゛

？

●
ＨＯＷ ＭＵＣＨ

ぺ
迄ゴ

？）ら(経費はいく

家
庭
用
ゴ
ミ
処
理
器
設
置
に
補
助
金

毎日たくさんの生ゴミを焼却

　
町
で
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
、
「
生
ゴ
ミ
処
理
容

器
」
及
び
「
家
庭
用
ゴ
ミ
焼
却
器
」

の
設
置
者
に
対
し
、
補
助
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
が
こ
れ
ら

の
ゴ
ミ
処
理
器
を
利
用
し
、
ゴ
ミ
の

減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

家
庭
用
ゴ
ミ
処
理
器
設
置

事
業
補
助
金
交
付
制
度

一
般
家
庭
で
「
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
」

　
　
　
　
　
　
）

及
び
「
家
庭
用
ゴ
ミ
焼
却
器
」
を
購

入
設
置
し
た
場
合
、
本
体
の
購
入
価

格
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。
た

だ
し
、
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

【
限
度
額
】

生
ゴ
ミ
処
理
容
器

家
庭
用
ゴ
ミ
焼
却
器

　
４
千
円

－
－
‐
－

２
万
５
千
円

　
（
※
い
ず
れ
も
１
器
に
つ
き
）

◆
問
合
せ
先

　
町
　
保
　
健
　
課
豊
�
１
ｎ
乙
Ｑ
り
４

　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
�
財
｛
Ｊ
４
９
心
４



ぶ

増え続け

減量と再利用に

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
収
積
場
所
）

の
維
持
管
理
は
、
自
治
会
の
保
健
委

員
さ
ん
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
地
域

の
み
な
さ
ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
管
理
が
不
十
分
な
た
め
、

み
ゴ
ミ
の
収
集
口
に
関
係
な
く
出
し
て

報
い
た
り
、
散
乱
し
て
い
た
り
す
る
ゴ

呟
ミ
ス
テ
ー
シ
Ｊ
ン
が
数
多
く
見
う
け

　
ー
　
－
　
－
　
－
　
‐
　
Ｔ
八
手
。

　
ｍ
　
　
収
集
日
ま
で
は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

　
ー
い
ョ
ン
に
ゴ
ミ
の
山
が
で
き
な
い
よ
う
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に
、
ゴ
ミ
を
出
す
み
な
さ
ん
が
十
分

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

一

清
掃
前
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
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集められた不燃ゴミの山

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
清
掃
す
る

自
治
会
の
み
な
さ
ん

資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
協
力
し
た

団
体
に
報
償
金

町
で
は
、
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
　
　
を
交
付
し
ま
す
。

協
力
し
た
団
体
に
対
し
、
報
償
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
地
区

で
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
ゴ
ミ
回
収

牡
針

　
資
源
ゴ
｀
ミ
１
回
の
回
収
で
５
０
０

㎏
以
上
を
共
同
集
荷
し
、
資
源
ゴ
ミ

回
収
業
者
に
売
却
し
た
団
体
に
は
、

回
収
重
量
１
㎏
に
つ
き
５
円
と
、
１

回
の
回
収
に
つ
き
３
千
円
の
報
償
金

『
常
に
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
』

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
を
清
掃

　
至
宝
町
南
自
治
会
（
斎
田
晃
男
自

治
会
長
）
で
は
、
こ
の
た
び
、
出
光

壬
生
給
油
所
北
側
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
廃
止
し
、
新
し
く
別
の
場
所

に
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
道

路
沿
い
に
設
置
さ
れ
て
あ
っ
た
た
め

永
年
、
地
元
以
外
か
ら
も
待
ち
込
ま

れ
る
な
ど
、
収
集
指
定
日
が
守
ら
れ

ず
、
野
犬
や
野
良
猫
に
荒
さ
れ
、
と

て
も
不
衛
生
な
状
態
で
し
た
。

　
廃
止
に
あ
た
っ
て
は
、
当
日
、
地

元
の
み
な
さ
ん
が
出
て
、
今
ま
で
利

用
し
て
い
た
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

清
掃
し
ま
し
た
。



一

-

の公表
ii･S､､､･､､､｡､､｀･､ヽ｡｡'､゛777忌゛､｀゛､ゆ｀､)y゛､｀、

|防蝕会計｜

・　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜

予算の執行状況

町
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　町の財政状況がどのように運営され、どのような状況

にあるかを町民のみなさんに知っていただくため､「財政

状況の公表に関する条例」に基づき、年２回公表してい

ます。

　今回は、平成４年４月から９月30日までの上半期の状

況をお知らせします。

　　　46億1,174万7千円税（27億637万円）

地方交付税

繰　越　金

　19憧円

(13億2､712万2千円)

　5憧591万2千円

　(5憧1､376万1千円)

地方譲与税　2憧7’5oo万円
　　　　　　（　5,991万2千円）

町
　　　2億6,680万円債　（　　　　　o円）

　　　　　　　　　　2憧6,371万7千円県支出金　（　5,292万4千円）

ロ　　　　　　2憧6,036万5千円繰　入　金（　1,524万8千円）

　　　　　　　　　　2億3,233万5千円国庫支出金　（　6,171万7千円）

･1　　　　　　2億3,020万1千円諸　収　入（　6,821万3千円）

　　　　　　8憧3,325万1千円そ　の　他（i2億8,794万9千円）

58.7％

21.8％

0％

20.1％

5.9％

26.6％

29.6％

町税(収入済額)の

　　　うちわけ

町たばこ税3.1％ 軽自動車税1.2％

3,268万9千円



改
装
工
事
が
行
わ
れ
た

言
一
ス
コ
ー
ト 財政状況

平成4年度
　　　上半期

25億 20

耗－＿＝

15

予算の執行状況

10 ５

18.5％

32

.

1％

-

………28
.･.

4％'=7………=･･

.

-

__

37

.

0％

F戸ｉ

采Tii

14.1

18.6

48.2％

8％

予算現額

93憧7,932万8千円

支出済額

(27憧9,039万3千円)

22億6,264万4千円　　　　　　　　　　＿
（4憧1,839万7千円）　　土　木　費

15憧2,062万7千円
（4憧8,856万6千円）総　務　費

14億3,951万8千円
(4億　930万円) 教　育　費

疆詔沼詔）衛生費

（湿4詣沼詔）民圭費

6億6,135万7千円　八
（3億□99万2千円）;z･;　債　費

5憧4,425万6千円

　(7,648万7千円)

5億　647万1千円

　(9,402万1千円)

農林水産業費

商　工　費

4憶2,664万3千円　　ヽ
（2億　566万4千円）　　消　防　費－

2億1,920万1千円

　(8,064万円)
そ　の　他

(注2)資本的収支の収入額か、支出額に対し不足する額は、

　　　過年度及び当年度分損益勘定留保資金、建設改良積

　　　立金で補てんしました。
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町
・
農
業
協
同
組
合
・
商
工
会
主

催
の
賀
詞
交
換
会
行
わ
れ
る

返って

　
師
走
と
と
も
に
今
年
も
終
り
を
っ

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
１
年

み
な
さ
ん
は
、
ど
ん
な
１
年
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　
町
の
主
な
で
き
ご
と
を
見
な
が
ら

こ
の
１
年
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

ヽ -

国
谷
地
区
の
公
共
下
水
道
が

供
用
開
始
さ
れ
る

青果物集出荷揚が完成

主
な
で
き
ご
と

「
－
　
月

ア
日

９
日

賀
詞
交
換
会

　
「
町
長
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
」

壬
生
地
区
（
～
１
０
日
）
、
１
６
日

稲
葉
地
区
、
１
７
日
南
犬
飼
地

区
）

１
５
日
　
成
人
式

２
　
月

９
日

１７
日

2 0
日

2
1
日

四
一
日

2 9
日

町
民
綱
引
き
大
会

お
も
ち
や
博
物
館
イ
メ
上
ン

図
表
彰
（
最
優
秀
賞
横
井
実

住
さ
ん
、
田
中
邦
産
さ
ん
）

生
涯
学
習
の
意
識
調
査
実
施

社
会
福
祉
協
議
会
が
１
５
同
年

記
念
大
会

考
人
演
芸
大
会
及
び
作
品
展

壬
生
中
学
校
第
二
体
育
館
及

び
藤
井
小
、
羽
生
田
小
フ
ー

ル
完
成

　
３
　
月

１
日
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
及

　
　
　
び
健
康
ウ
オ
ー
ク

４
日
　
第
一
回
定
例
議
会
（
～
１
３
回

フ
日
　
公
民
館
ま
つ
り
（
～
８
回

2
1
日
　
町
施
設
の
合
同
落
成
式

　
　
　
　
　
　
）

2
5
日
　
町
消
防
団
、
消
防
庁
長
官
表

　
　
　
彰
旗
受
賞
祝
賀
会

　
４
　
月

３
日

2 0
日

し
の
の
め
桜
ま
つ
り
（
～
１
５
回

百
歳
植
竹
マ
サ
さ
ん
に
特
別

敬
老
金
贈
る

５
　
月

５
日

2
1
日

25
日

31
日

中
央
公
民
館
合
同
開
講
式

道
路
愛
護
連
合
会
表
彰
（
原

坪
、
七
ツ
石
本
郷
、
幸
四
、

上
田
・
朝
比
奈
・
下
出
老
入
会

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

６
　
月

４
日
　
老
人
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会

2
5
日
　
第
二
回
定
例
議
会
。
石
川
昭

　
　
　
三
議
長
、
鈴
木
郁
夫
副
議
長

　
　
　
就
任
（
～
2
9
回

2
9
日
　
聖
地
公
園
墓
園
使
用
者
募
集

　
７
　
　
月

４
日
　
青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ

　
　
　
ど
い

６
日
　
県
議
会
土
木
委
員
会
が
壬
生

　
　
　
バ
イ
パ
ス
を
現
地
調
査
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多
彩
な
催
し
で
盛
況
だ
っ
た

健
康
ふ
く
し
ま
つ
り

西欧歴訪の第二次行政視察団員のみなさん

フ
日
　
八
坂
祭
（
～
１
６
日
）

2
6
日
　
参
議
院
議
員
選
挙
（
本
町
の

　
　
　
・
投
票
率
5
2
・
ア
％
）

　
８
　
月

１
日
　
役
場
（
一
部
業
務
を
除
き
）

　
　
　
完
全
週
休
２
日
制
実
施

１
３
日
　
睦
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
全
日
本
学

１８
日

　
力

割
日

2 5
日

3 0
日

国
谷
下
水
道
通
水
式

交
通
安
全
町
民
大
会

第
一
２
次
海
外
行
政
視
察
団
2
2

名
が
西
欧
を
歴
訪

敬
老
の
つ
ど
い

青
果
物
集
出
荷
場
完
成

1
0
　
月

　
　
　
童
野
球
大
会
第
３
位
。
南
大
　
　
４
日

　
　
　
胴
中
野
球
部
県
少
年
野
球
大
　
　
８
日

　
　
　
会
優
勝
パ
レ
ー
ド
行
う
。
　
　
　
１
０
日

2
2
日
　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
Ｔ
2
3
日
）
　
　
　
カ

2
6
日
　
ふ
れ
あ
い
フ
ー
ル
今
年
入
場

　
　
　
者
１
０
万
人
突
破

3
1
日
　
中
央
公
民
館
に
ピ
ア
ノ
・
ス
　
　
2
4
日

　
　
　
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
購
入

　
９
　
月

１
日
　
ア
ダ
／
］
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
さ

　
　
　
ん
（
英
国
）
英
語
指
導
助
手

　
　
　
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
に
着
任

３
日

４
日

９
日

１２

日

１４

日

壬
生
町
文
化
祭
Ｔ
∴
‥
／
１
５
）

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

歩
け
歩
け
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
創
立
１
０

周
年
記
念
の
１
２
時
問
ゆ
う
が

お
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

消
費
者
友
の
会
創
立
１
５
同
年

記
念
式
典

2
4
日
　
斉
藤
　
晃
さ
ん
み
ど
り
と
公

　
　
　
園
愛
護
で
知
事
表
彰

2 5
日

　
‥
″

　
が

第
３
回
定
例
議
会
て
８
回

町
長
の
高
齢
者
訪
門
（
９
、
１
０
日
）
　
3
0
日

落
合
シ
ケ
さ
ん
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
百
歳
の
お
祝
い

学
校
週
休
２
日
制
始
ま
る

世
界
女
子
レ
ス
リ
ン
ブ
選
手

権
大
会
銀
メ
ダ
ル
の
船
越
光

健
康
ふ
く
し
ま
つ
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

企
画
展
「
み
ぶ
の
古
墳
」

　
　
　
　
　
　
（
～
１
１
／
2
9
）

壬
生
中
裏
町
道
拡
幅
改
良
工

事
始
ま
る
（
幅
員
１
０
ｍ
）

3
1
日
　
壬
生
町
が
体
力
つ
く
り
国
民

　
　
　
会
議
議
長
賞
表
彰

11

子
さ
ん
宝
生
高
２
年
）
米
価
　
　
２
日

　
　
月

自
治
功
労
者
１
１
名
表
彰

３
日

　
力

総
合
産
業
祭

楠
木
　
恒
氏
勲
五
等
双
光
旭

日
章
、
荒
川
重
利
氏
勲
六
等

瑞
宝
章
受
章

８
日
　
水
□
町
お
城
ま
つ
り
で
壬
生

　
　
　
町
の
か
ん
ぴ
よ
う
音
頭
・
踊

　
　
　
り
を
披
露

１
５
日
　
第
１
回
健
康
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　
　
大
会

１
９
日
　
壬
生
町
が
栃
木
県
歯
科
保
健

　
　
　
賞
受
賞

、 ミ ー - ｆ
ヾ ＝ 〃 v r ヾ ヾ 〃

2
1
日

2
3
日

水
□
町
婦
人
国
内
研
修
来
町
一

生
涯
学
習
モ
テ
ル
地
区
の
亘

　
　
　
も
ち
や
の
ま
ち
地
区
の
「
遊

　
　
　
学
塾
」
開
講

2
5
日
　
「
町
長
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
」

　
　
　
壬
生
地
区
開
催
（
２
７
日
稲
葉

　
　
　
・
南
犬
飼
地
区
）

2
9
日
　
栃
木
県
知
事
選
挙
（
本
町
の

　
　
　
投
票
率
3
1
・
１
％
）

3
0
日
　
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
改

造
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
］

設
置
工
事
完
成

1
2
　
月

８
日

１
８
日

第
４
回
定
例
議
会
旱
１
７
日
）

仮
称
壬
生
町
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
整
備
工
事
安
全
祈
願
・

祭

●

１

４-４-,･ゆー‥ψ W j ♂ 〃 j j � 〃 「
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壬生町が優秀賞を受賞
(体力つくり国民会議議長賞)

　
∵
　
　
　
賞
状

　
　
優
香
賞

円
く
　
　
　
奎
生
町
殺
　
い
♂
♂

フ
ノ
　
責
ｔ
は
住
民
の
休
カ
つ
く
り
運
動
＼

　
ド
諌
捧
籐
の
特
に
親
署
な
成
果
を
几

　
　
’
挙
げ
ら
れ
早
成
四
年
度
体
力
つ
く
り

ハ
土
鏝
鼻
組
誉
し
て
琴
ぢ
れ
た
苓

☆
｛
こ
れ
を
貴
し
ま
す

二
　
袖
に
Ｕ
ト

　
三
　
　
　
雅
内
義
雄

　
1
0
月
3
1
日
、
山
口
県
徳
山
市
文
化

仝
館
で
行
わ
れ
た
第
3
4
回
健
康
・
体

動
推
進
全
国
大
会
式
典

、
体
力
つ
く
り
優
秀
組

で
優
秀
賞
＝
体
力
つ
く

り
国
民
会
議
議
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
こ
万
全
国
大
会
は
、
全
て
の
国
民
　
　
ヘ
ル
シ
士
ワ
イ
フ
推
進
員
を
は
じ
め
、

が
健
康
で
明
る
い
生
活
を
築
く
た
め
　
　
謳
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
な
だ

に
必
要
な
健
康
・
体
力
つ
く
り
運
動

の
推
進
を
図
る
た
め
、
体
力
つ
く
り

国
民
合
議
が
主
唱
、
総
務
庁
・
文
部

省
・
厚
生
省
・
辨
健
康
・
体
力
づ
く

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
壬
生
町
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
夜

間
照
明
を
備
え
た
野
球
場
兼
総
合
グ

ラ
ン
ド
や
そ
の
南
側
の
多
目
的
グ
ラ

ン
ド
を
け
じ
め
、
全
天
候
型
テ
ニ
ス

Ｊ
Ｉ
ト
、
体
育
館
、
武
道
館
、
ト
レ

土
ア
マ
ダ
ル
ー
ム
の
あ
る
管
理
棟
な

ど
設
備
が
充
実
し
、
町
民
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭

和
6
1
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ふ
れ
あ
い

プ
ー
ル
は
、
海
な
し
県
に
あ
っ
て
、

町
内
は
も
と
よ
り
近
隣
市
町
村
か
ら

年
間
1
0
万
人
の
利
用
者
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

り
事
業
団
な
ど
が
主
催
し
、
体
力
つ

ハ
く
り
優
秀
組
織
（
市
区
町
村
・
地
域
・

職
場
）
を
表
彰
し
た
も
の
で
す
。

｝
　
今
回
の
受
賞
は
、
身
体
活
動
と
楳

’
健
栄
養
活
動
が
全
国
的
に
評
価
さ
れ

た
も
の
で
、
町
関
係
施
設
の
充
実
は

’
も
ち
ろ
ん
、
体
育
協
会
関
係
者
及
び
、

　
ヘ
ル
シ
士
ワ
イ
フ
推
進
員
を
は
じ
め
、

き
な
が
ら
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熟
と
健

康
意
識
の
高
ま
り
に
対
応
し
た
質
の

高
い
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

町
民
綱
引
き
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
一
般
対
象
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、

体
育
協
会
の
種
目
専
門
部
が
中
心
と

な
っ
て
各
種
教
室
を
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
教
育
委
員
会
で
は
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
に
発
展
す
る
種
目
を
精
選
し
て

実
施
し
、
町
民
の
主
体
的
な
健
康
・

体
力
つ
く
り
運
動
の
定
着
化
を
目
ざ

し
て
い
ま
す
。

　
少
年
を
対
象
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教

室
は
年
間
延
べ
８
千
名
を
越
え
る
参

加
者
が
あ
り
、
チ
ビ
ッ
子
レ
ス
リ
ン

健
康
増
進
と

啓
発
活
動
を
展
開

　
昭
和
6
1
年
に
完
成
し
た
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
保
健
事
業
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
５
名
の
ヘ
ル
シ

士
ワ
イ
フ
推
進
員
と
２
５
名
の
ヘ
ル
シ

ー
サ
ポ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、

地
域
住
民
の
健
康
相
談
や
栄
養
指
導

な
ど
を
実
施
し
、
町
民
の
健
康
増
進

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
・
団
体
が
お
互
い

に
連
携
・
協
力
し
て
健
康
ふ
く
し
ま

つ
り
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
参
加

者
３
５
０
０
名
に
及
ぶ
大
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
）

グ
な
ど
の
特
色
あ
る
教
室
を
実
施
し

少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
を

高
め
て
い
ま
す
。

　
レ
ク
活
動

　
昭
和
２
９
年
度
か
ら
地
域
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
力
を
入
れ
、
ゲ

ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
町

民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
模
範
的
な
活
動

が
評
価
さ
れ
、
辨
日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
か
ら
表
彰
を
受
け
て
い

ま
す
。

を
開
催
す
る
な
ど
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
に
対
す
る
啓
発
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

老人の双塩料理教室
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回
健
康
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
ｌ

↓
Ｏ
人
が
尨
脚
競
う
Ｉ

」

　
　
　
'
。
Ｅ
ｓ
　
７
'
‐
¥
Ｍ
“
'
Ｓ

に
は
万
全
を
期
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
昨
年
ま
で
行
わ
れ
て

き
た
自
治
会
対
抗
駅
伝
大
会
に
か
わ

る
も
の
と
し
て
、
日
ご
ろ
の
健
康
増

進
に
っ
な
が
り
、
ま
た
、
健
脚
を
競

う
場
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
町
民
の

方
が
参
加
で
き
る
大
全
と
し
ま
し
た
。

　
各
ク
ラ
ス
の
１
位
入
賞
者
は
次
の

方
々
で
す
。

２
Ｋ
小
学
生
男
子

　
　
１
位
（
タ
イ
ム
）
７
分
2
0
秒

　
　
中
川
　
裕
史
（
壬
生
束
小
６
年
）

　
小
春
日
よ
り
の
１
１
１
１
月
1
5
日
、
お
も

ち
や
の
ま
ち
の
玩
具
団
地
グ
ラ
ン
ド

で
第
１
回
健
康
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

が
開
か
れ
、
小
・
中
学
生
や
一
般
約

２
４
０
名
が
２
～
1
0
㎞
の
各
コ
ー
ス

で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
玩
具
団
地
グ
ラ
ン
ド
を

中
心
（
発
着
点
）
に
、
南
は
県
道
、

競
技
役
員
を
け
じ
め
、
交
通
指
導
員
、

警
察
の
方
々
が
見
守
り
、
交
通
安
全

佐
Ｓ
+
ｉ
(
ｌ
ｙ
ｌ
↓
２
ｙ

鼎

ぺ

に

゛
）

　
Ｇ
田
田
。
。
示
出
回
ｊ
。
　
？

　
U

I
'
l
i
1
'

』
‰
Ｅ
　
　

…
…
…

％
７
%

ｎ
ｕ

Ｓ
４
４
Ｎ
Ｉ
（
ｊ
＆
１
１
１
Ｆ
Ｅ
）

占

卜

癈

・
｝

デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
／

1
0
Ｋ
一
般
男
子

　
１
位
（
タ
イ
ム
）
３
５
分
４
秒

　
　
石
井
　
　
清
（
安
塚
中
央
）

水
ｇ
お
城
ま
つ
り
（
姉
妹
都
市
水
ぼ
町
）
で

か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
を
披
露

　
か
ん
ぴ
ょ
う
の
取
り
持
つ
縁
で
姉

妹
都
市
を
結
ん
で
い
る
滋
賀
県
甲
賀

郡
水
口
町
で
１
１
月
８
目
、
水
口
お
城

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
藤
井
む
ら
づ
く

り
推
進
協
議
会
と
藤
井
か
ん
ぴ
ょ
う

音
頭
保
存
会
の
み
な
さ
ん
が
招
待
さ

れ
て
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
「
か
ん
ぴ

ょ
う
音
頭
」
と
「
か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り
」

を
披
露
し
、
拍
手
喝
采
の
歓
迎
を
受

け
ま
し
た
。
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食事と健康
　
砂
糖
に
つ
い
て

　
肥
満
に
砂
糖
は
大
敵
で
す
が
、
お

菓
子
や
料
理
を
お
い
し
く
作
る
た
め

に
は
欠
か
せ
な
い
材
料
で
す
。
砂
糖

は
そ
の
甘
味
だ
け
が
魅
力
な
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
水
分
の
多
い
果
物
を

使
っ
た
ジ
ャ
ム
や
砂
糖
漬
け
を
作
る

　
と
き
、
砂
糖
は
保
存
性
を
高
め
る
上

゛
で
大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
砂
糖
は
加
熱
す
る
と
褐
色

の
お
い
し
そ
う
な
焦
げ
色
を
つ
け
ま

す
。
焼
き
魚
や
プ
リ
ン
の
カ
ラ
メ
ル

ソ
ー
ス
な
ど
が
そ
の
例
で
す
。
そ
れ

か
ら
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
が
ふ
ん
わ
り

と
形
よ
く
焼
き
上
が
る
の
も
砂
糖
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
小
麦
粉

の
デ
ン
プ
ン
は
時
間
が
た
つ
と
ポ
ロ

ポ
四
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
砂
糖

が
入
っ
て
い
る
と
、
こ
の
老
化
を
お

く
ら
せ
て
長
い
こ
と
し
っ
と
り
と
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
脳
は
ブ
ド
ウ
糖
し
か

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
で
き
ま
せ

ん
（
砂
糖
は
ブ
ド
ウ
糖
と
果
糖
の
化

合
物
）
。
疲
れ
た
時
に
は
甘
い
も
の
が

ほ
し
く
な
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
と
き

砂
糖
を
と
る
と
血
糖
値
が
正
常
に
な

り
、
脳
や
神
経
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
も

補
給
さ
れ
て
、
疲
労
回
復
、
集
中
力

が
持
続
で
き
ま
す
。
砂
糖
は
消
化
吸

収
が
よ
く
、
ほ
か
の
食
品
よ
り
は
る

か
に
短
時
間
で
疲
労
回
復
で
き
る
の

で
す
。
た
だ
し
、
と
り
過
ぎ
る
と
、

ビ
タ
ミ
ン
ｍ
が
不
足
し
疲
労
物
質
で

あ
る
乳
酸
や
ピ
ル
ビ
ン
酸
が
体
の
中

で
増
加
し
て
し
ま
い
ま
す
し
、
肥
満

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
砂
糖
は
Ｌ
手
に
利
用
し
た
い
も
の

で
す
。

　
ア
イ
ロ
ン
だ
け
は
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
ア
イ
ロ

ン
が
上
手
に
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
丁
入

前
と
い
わ
れ
ま
す
ダ

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
襟
、

そ
で
□
、
肩
山
の
か
け

万
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ツ
を
、
紹
介
し
ま

す
。

　
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
ア
イ
ロ
ン

ガ
け
で
一
番
難
し
い
の
は
、

襟
と
い
っ
て
い
い
で
し
よ
う
。

襟
の
縫
い
目
な
ど
に
シ
ワ
を

つ
く
ら
な
い
た
め
に
、
ま
ず

襟
全
体
に
霧
を
吹
い
て
襟
の

裏
側
か
ら
ア
イ
ロ
ン
を
六
分

通
り
か
け
ま
し
よ
う
。
こ
の

と
き
、
片
手
で
縫
い
目
を
強

く
引
っ
張
り
、
ア
イ
ロ
ン
ガ

け
を
し
ま
す
。
こ
う
す
る
と
、

生
地
ガ
ピ
ン
と
な
り
、
表
側

が
か
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
仕
上
げ
は
表
側
で
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
表
返
し
て
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
ま
す
。

こ
の
と
き
、
襟
先
の
ほ
う
か
ら
襟
の

中
㈲
に
む
か
い
、
ア
イ
ロ
ン
の
先
を

使
っ
て
プ
レ
ス
し
ま
す
。
逆
に
、
襟

先
の
ほ
う
に
か
け
て
ア
イ
ロ
ン
を
か

け
る
と
、
縫
い
目
に
た
る
み
が
出
た

り
、
表
に
ゆ
が
み
が
で
た
り
し
ま
す

　
そ
で
□
の
ア
イ
ロ
ン
か
け
は
、
最

初
こ
そ
で
□
に
手
を
入
れ
て
そ
で
梱

　
　
　
　
　
　
）

を
広
げ
、
カ
フ
ス
の
裏
側
を
七
分
通

り
か
け
ま
す
。
そ
の
後
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
畏
に
し
、
そ
で
全
体
に
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
ま
す
。
こ
の
と
竺
生
地
が

折
り
重
っ
た
下
腿
に
シ
ワ
ガ
つ
か
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
一
肩
山
を
ア
イ
ロ
ン
だ
け
す
る
と
き

は
、
裏
側
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
二
つ
折

　
　
　
り
に
し
て
あ
て
び
っ
の
ガ
ポ

ン
を
か
け
る
と
光
っ
て
い
る
の
が
目

立
だ
な
く
な
り
ま
す
。

目
の
不
自
由
な
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー

　
盲
導
犬
は
、
目
の
不
自
由
な
人
の

。
４
１
１
Ｃ
ｙ
と
し
て
の
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
盲

導
犬
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分
で
な

い
こ
と
か
ら
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
あ
る
い
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

目
の
不
自
由
な
人
の
社
会
参
加
を
妨

げ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
盲

導
犬
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
い
も

の
で
す
。

　
日
本
で
は
現
在
、
約
７
０
０
頭
の

盲
導
犬
が
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め

に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
盲
導
犬
に
は
、
ど
の
犬
で
も
な
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
盲
導
犬

に
な
る
に
は
、
犬
の
性
質
や
適
性
な

ど
を
ナ
分
に
配
慮
し
、
生
ま
れ
た
と

き
か
ら
盲
導
犬
と
し
て
の
訓
練
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

一
般
家
庭
に
預
け
ら
れ
て
人
間
の
愛

情
を
教
え
ら
れ
、
人
間
と
犬
と
の
信

頼
関
係
が
養
わ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
盲
導
犬
は
厳
し
く
し
っ
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
人
に
か
み
っ
い
た
り

排
せ
つ
物
で
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た

り
、
施
設
を
汚
し
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
盲
導
犬
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
、
そ
れ
は
、
目
の
不
自
由
な

人
が
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
大
き
な
後
押
し
に
な
り
ま
す
。



所得税の確定申告

　２月16日～３月15H

　
平
成
４
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
２
月
1
6
日
か
ら
３
月
1
5
日
ま

で
で
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤

っ
た
申
告
を
す
る
と
、
後
で
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足

税
額
の
１
５
％
ま
た
は
1
0
％
の
加
算
税

が
課
さ
れ
、
さ
ら
に
、
年
利
1
4
・
６

ｙ
％
の
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
す
る
場
合

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産

　
収
入
の
あ
る
場
合
及
び
土
地
や
建

　
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成

　
４
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
か

　
ら
所
得
控
除
な
ど
の
合
計
額
を
差

　
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
に
算
出

　
し
た
税
額
が
配
当
控
除
額
を
超
え

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

　
が
１
５
０
０
万
円
を
超
え
る
と
き
、

　
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

　
得
金
額
の
合
計
額
が
2
0
万
円
を
超

　
え
る
と
き

白
色
申
告
の
方
も

　
収
支
内
訳
書
を
添
付

　
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
山
林

所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
と
き
に
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額

や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し
た
収

支
内
訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
申
告
書
を
書
く
と
き

　
申
告
書
を
自
分
で
書
く
と
き
は
、

「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

や
「
申
告
書
の
書
き
方
」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
「
申
告
書
の
書
き
方
」

日
万
れ
て
い
る
番
号
順
に
記
入
し

て
い
く
と
、
所
得
や
税
額
の
計
算
が

簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
納
税
は
期
限
内
に

　
平
成
４
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る

所
得
税
の
納
期
限
は
平
成
５
年
３
月

１
５
日
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
済

ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
振
替
納
税
を
す
で
に
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
預

金
口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
振
替
納
税
を
ま
だ
利
用

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
納
税
の
た
め

の
手
数
が
省
け
、
納
期
限
を
う
っ
か

り
し
て
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

振
替
納
税
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鯛こ

現
職
の
渡
辺
文
雄
氏
が
三
選

任
期
満
了
に
伴
、
う
栃
木
県
知
事
選
　
　
選
挙
（
3
7
・
２
９
％
）
よ
り
も
低
い

挙
は
、
］
‥
１
１
月
２
９
目
に
投
票
が
行
わ
れ
　
　
3
1
・
１
３
％
で
し
た
。

即
開
票
結
果
現
職
渡
辺
文
圭

雄
氏
（
６
３
）
が
三
遷
を
果
た
し
ま
し
た
。
　
わ
た
な
べ
文
雄
（
無
所
属
）
７
Ｒ
）
Ｏ
ｒ
ａ
票

本
町
の
投
票
率
は
、
前
回
の
知
事
　
　
岡
村
　
け
ん
じ
（
無
所
属
）
１
１
八
乙
Ｇ
Ｊ
票

農
業
委
員
会
が
建
議

「
は
た
ち

　
キ
ャ
ン

わ
け

　
壬
生
町
農
業
委
員
会
で
は
、
近
年

の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
中
で
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
っ
い
て
検
討
し

た
結
果
を
、
新
年
度
の
農
業
施
策
に

実
現
願
う
た
め
Ｈ
月
２
０
日
、
鈴
木
弘

会
長
代
理
以
下
３
名
が
町
長
室
を
訪

れ
、
清
水
町
長
に
建
議
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。

町
長
に
建
議
を
手
渡
す

鈴
木
会
長
代
理



-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜　　　　　　㎜　　㎜

い広編

　
冨
次
郎
さ
ん
は
、
週
３
回
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
練
習
に
欠
か
さ
ず
参
加

す
る
ほ
か
、
家
に
い
る
時
は
前
庭
の

芝
を
刈
っ
た
り
、
草
を
と
っ
た
り
と

　
「
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
な
い
」

と
い
い
ま
す
。
夏
は
、
朝
５
時
に
起

あ達者
ｶｯﾌj

ﾑ]ｹﾔ

０三好町

　　　　冨次郎さん(83)
　佐久間タ　ミさん(76)

青
春
ス
ケ
ッ
チ
⑩
妻

　
　
　
　
　
　
　
夫

スキーシーズンが楽しみ

　　東下台　大森　紀子さん

　　｢人をキズつけないように｣をモットーに、揚

協医大の技術員として活躍する紀子さん。

　スポーツは、テニス、スキーと何でもこなし、

　｢スキーシーズンの到来を楽しみにしています」

と言う、｢今度は、茶道を習いたいし、友人とい

っしょに旅行もしてみたい､｣と言う、さわやかな

お嬢さんです。

｢秋の掲協大学｣

壬生北小学校６年

斉藤大輔

i

･

4/),j，

脆
◎
⑩
凪
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ふれあ
準
優
勝
に
輝
い
た

壬
生
東
ク
ラ
フ
チ
ー
ム

ヽ -

き
て
散
歩
を
す
る
の
が
日
課
で
、
家

の
西
を
流
れ
る
黒
川
の
土
手
を
４
０
分

ぐ
ら
い
歩
い
て
い
ま
す
。
冬
は
寒
い

の
で
、
暖
か
く
な
っ
て
か
ら
散
歩
に

出
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
シ
ャ
ン
ハ
イ
事
変
と
支
那
事
変
の

２
回
出
征
し
た
冨
次
郎
さ
ん
は
、
シ

ャ
ン
ハ
イ
事
変
帰
還
後
、
横
須
賀
の

海
軍
工
廠
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
タ
ミ
さ
ん
と
結
婚
さ
れ
ま
し

た
。
横
須
賀
の
友
だ
ち
の
と
こ
ろ
に

い
た
タ
ミ
さ
ん
は
、
軍
事
部
で
少
し

働
い
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
縁

で
知
り
合
っ
た
そ
う
で
す
。

　
東
京
の
僕
田
谷
に
住
ん
で
い
ま
し

た
が
、
冨
次
郎
さ
ん
が
横
浜
の
東
洋

木
材
を
退
職
し
た
の
で
、
タ
ミ
さ
ん

の
実
家
（
旭
町
の
戸
崎
家
）
か
ら
土

地
を
分
け
て
も
ら
い
、
1
6
年
前
に
引

つ
越
し
て
き
ま
し
た
。
「
い
な
か
は
静

か
で
落
ち
つ
い
て
い
て
、
年
と
っ
て

か
ら
暮
ら
す
に
は
気
楽
で
い
い
」
と

タ
ミ
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
一
番
の
楽
し
み
は
、
毎

年
６
月
1
3
日
か
ら
一
週
間
の
「
善
心

講
」
の
旅
行
で
す
。
善
光
寺
で
一
泊

し
て
、
そ
れ
か
ら
近
く
の
渋
温
泉
で

６
日
遊
ん
で
く
る
も
の
で
、
こ
の
善

心
講
に
入
っ
て
1
5
年
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
十
。

県
小
学
新
人
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
壬
生
東
ク
ラ
ブ

　
　
惜
し
く
も
準
優
勝

　
第
６
回
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
新
人
大
全
兼
第
３
回
関
東
小
学
生

男
女
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
全
県
予

選
全
が
１
１
月
1
5
日
、
２
２
日
の
両
日
、

宇
都
宮
市
の
柳
田
緑
地
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
で
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
出
場
し

た
壬
生
東
ク
ラ
ブ
（
高
山
　
孝
監
督
）

が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
壬
生
東
ク
ラ
ブ
は
Ｉ
回
戦
、
前
年

準
優
勝
し
た
犬
伏
東
ク
ラ
ブ
を
撃
破
、

波
に
乗
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
準
決

勝
の
吉
水
学
童
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
戦
で

は
、
打
撃
戦
の
末
、
逆
転
で
逃
げ
切

り
決
勝
に
進
出
。
決
勝
は
前
年
優
勝

の
田
沼
ク
ラ
ブ
と
対
戦
。
最
終
回
の

７
回
表
に
同
点
に
追
い
つ
い
た
も
の

の
、
そ
の
裏
、
１
点
を
取
ら
れ
て
３

対
４
で
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

チピッ子アルパム

-

翔
悟
ち
ゃ
ん
（
２
歳
・
長
男
）

　
　
（
父
）
山
　
川
　
英
　
明
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
良
　
子
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
思
い
や
る
心
を
持
て
る

　
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

辰
哉
ち
ゃ
ん
（
1
1
か
月
・
長
男
）

　
（
父
）
出
　
井
　
俊
　
雄
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
彩

あ
佞
右
ん
か
Ｓ
一
言

子
さ
ん

（
県
営
壬
生
住
宅
）

（
安
塚
南
部
）

思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
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閲
想
閤
徽

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
管
理
を
当
番
制
に

　
緑
町
一
丁
目
自
治
会
（
荒
川
留
行

自
治
会
長
）
で
は
、
ゴ
ミ
の
な
い
き

れ
い
な
自
治
会
を
め
ざ
し
て
、
全
会

員
の
協
力
の
も
と
自
治
会
内
に
あ
る

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
・
清
掃

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
緑
町
一
丁
目
に
は
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
８
か
所
あ
り
、
そ
の
管
理
は

合
皿
の
一
週
間
交
替
の
当
番
制
に
な

っ
て
い
て
、
当
番
表
と
チ
リ
ト
リ
、

ホ
ー
キ
が
回
っ
て
き
ま
す
。
当
番
に

な
っ
た
人
は
、
一
週
間
、
ゴ
ミ
ス
テ

Ｉ
シ
ョ
ン
の
管
理
・
清
掃
を
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
か
ら
配
ら
れ
る
ゴ
ミ

関
係
の
チ
ラ
シ
の
ほ
か
に
、
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
日
、
ゴ
ミ
の
出

し
方
の
周
知
を
さ
せ
る
た
め
、
２
か

月
に
１
回
文
書
を
作
っ
て
各
戸
に
配

布
も
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
自
治
会
内
の
側
溝
・

道
路
・
公
園
清
掃
を
年
３
回
、
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
減
量
、

資
源
の
再
利
用
の
立
場
か
ら
、
資
源

ゴ
ミ
回
収
を
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
に

近
い
の
で
、
朝
、
通
勤
の
人
が
捨
て

て
い
っ
た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
車
で
捨
て

に
来
る
人
が
い
た
り
し
て
、
せ
っ
か

く
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
き
れ
い
に

し
て
も
、
そ
の
す
ぐ
後
に
捨
て
ら
れ

JilF°りilF°j11F7°gldF-gllFJfll巨7ﾆfll巨7ﾆglig7-jl1°JjnF7-e11「7-jllrrjlli Jlil
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着ﾉ

て
し
ま
い
、
し
か
も
分
別
さ
れ
て
い
　
。

な
い
も
の
も
あ
る
な
ど
、
ゴ
ミ
問
題

の
悩
み
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

毎
月
会
員
総
出
で
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
を
実
施
し
、
環
境
美
化
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

上司老人会レクリエーション大会

お
さ
ん
ぼ
音
頭
を
楽
し
む

　
土
町
老
人
合
（
桧
符
合
・
稲
葉
義

夫
会
長
）
主
催
、
上
町
自
治
会
・
稲

葉
郵
便
局
後
援
に
よ
る
第
２
回
Ｌ
町

老
人
合
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
犬
合
が

Ｈ
月
1
4
日
、
稲
葉
郵
便
局
広
場
で
小

学
生
も
参
加
し
て
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
お
年
寄
り
の
親
睦

と
健
康
増
進
の
た
め
、
昨
年
よ
り
実

施
、
今
年
は
、
小
学
生
も
交
え
て
の

老
人
と
子
供
の
よ
れ
あ
い
を
図
ろ
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
お
年
寄
り
の

手
慣
れ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
争
や
子

供
た
ち
の
フ
リ
ス
ビ
ー
遊
び
な
ど
で

楽
し
い
一
目
を
過
し
ま
し
た
。

　
壬
生
町
秋
季
学
童
野
球
大
会
が
1
0

月
１
１
日
、
1
7
目
、
1
8
目
の
３
日
間
に

わ
た
り
町
総
合
運
動
場
で
開
か
れ
、

町
内
小
学
校
か
ら
９
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
1
8
目
の
決
勝
戦
に
勝
ち
上
が
っ
た

の
は
壬
生
東
ク
ラ
ブ
と
壬
生
レ
ッ
ド
。

壬
生
東
ク
ラ
ブ
は
、
１
回
戦
で
前
年

優
勝
チ
ー
ム
睦
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
２

対
１
で
敗
り
波
に
乗
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
｝

ま
た
、
壬
生
レ
ッ
ド
は
、
準
決
勝
ま

で
の
３
試
合
を
す
べ
て
完
封
で
勝
っ

て
き
ま
し
た
。

　
走
・
攻
・
守
に
ま
と
ま
っ
た
チ
ー

ム
同
士
の
白
熱
し
た
決
勝
戦
と
な
り

ま
し
た
が
、
１
回
と
５
回
の
２
度
の

チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
た
壬
生
東
ク

ラ
ブ
が
３
対
２
で
辛
勝
し
、
優
勝
し

ま
し
た
。
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人
権
擁
護
に
功
績

　
４
人
が
表
彰
さ
れ
る

　
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
、
国
民
の
人
権
擁
護
と
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の

功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
し
て
、
田

廬
『
武
さ
ん
（
舟
町
）
と
橋
本
茂

さ
ん
（
六
美
町
北
部
）
が
Ｈ
月
1
2
日

県
自
治
仝
館
で
行
わ
れ
た
栃
木
県
人

写
真
左
か
ら
橋
本
さ
ん
、
田
濃

さ
ん
、
松
野
さ
ん

栗原林敵氏

権
掩
護
委
員
連
合
会
大
会
の
席
上
、
全

国
人
権
媛
護
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
く
松
野
　
幹
さ

ん
（
安
塚
中
央
）
も
宇
都
宮
地
方
法

務
局
長
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
栗
原
林
蔵
さ
ん
（
城
南
）

は
６
月
２
６
目
に
聞
か
れ
た
関
東
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
大
会
に
お
い
て
、

同
連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ

稲
葉
小
で
秋
ま
つ
り

　
稲
葉
小
学
校
（
石
崎
大
門
校
長
）

の
稲
小
秋
ま
つ
り
が
1
0
月
２
８
目
、
同

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を
得
て
今
年
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ク
ラ
ス
手
作
り
の
み
こ
し

で
校
庭
を
練
り
歩
い
た
後
、
手
作
り

お
金
を
使
っ
た
模
擬
店
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
た
。
お
な
か
が
す
い
た
と
こ

ろ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
人
た
ち
が
用
意
し

た
焼
き
芋
を
ほ
お
ば
り
、
子
ど
も
た

ち
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

保
健
衛
生
功
労
者
な
ど

町
か
ら
1
5
人
が
表
彰

　
第
２
７
回
栃
木
地
区
公
衆
衛
生
大
会

が
１
１
１
１
月
６
目
、
栃
木
市
文
化
会
館
で

行
わ
れ
、
席
上
、
木
町
か
ら
次
の
方

々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
長
・
保
健
所
長
表
彰

■
保
健
衛
生
功
労
者
表
彰
（
個
人
）

〈
地
区
衛
生
組
織
活
動
に
尽
力
〉

　
　
渡
近
情
雄
（
国
谷
―
）

　
　
佐
藤
　
茂
二
（
万
町
）

〈
医
療
の
向
上
に
尽
力
〉

　
　
木
村
　
喜
重
（
医
師
）

　
　
鈴
木
千
恵
子
（
看
護
婦
）

　
　
小
島
　
文
子
（
　
″
）

〈
母
子
衛
生
の
向
上
に
尽
力
〉

　
　
丸
井
　
節
子
（
安
塚
中
央
）

　
　
山
田
キ
ョ
子
（
六
美
南
部
第
二
）

　
　
水
島
　
秀
代
（
安
塚
二
）

〈
栄
養
改
善
事
業
に
尽
力
〉

　
佐
藤
美
沙
子
『
緑
町
ご

〈
食
品
衛
生
の
向
上
に
尽
力
〉

　
高
橋
　
．
』
夫
（
豆
腐
製
造
業
）

　
西
田
　
勝
利
（
飲
食
店
営
業
）

　
三
上
智
宥
（
　
″
　
）

〈
公
衆
衛
生
の
向
上
に
尽
力
〉

　
大
場
　
操
児
（
臨
床
検
査
技
師
）

■
食
品
衛
生
優
良
施
設

　
〈
良
品
衛
生
の
向
上
に
尽
力
〉

　
　
「
魚
　
勇
」
　
野
沢
　
勇
雄

　
　
「
フ
ァ
ツ
シ
ョ
ン
パ
ブ
レ
モ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
富
美
子

亘⑤
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
ヤ
ス

エ
ン
デ
バ
ー
無
事
着
地
す
る
瞬
間
を

テ
レ
ビ
の
画
面
に
息
つ
め
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
名
　
ユ
キ

切
口
に
水
滴
清
く
噴
き
出
せ
リ

ヘ
チ
マ
の
蔓
は
脈
う
っ
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

い
っ
わ
り
の
病
名
信
じ
て
ゐ
る
伯
ほ

か
若
き
ナ
ー
ス
に
笑
顔
で
答
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
　
壮

そ
の
家
の
生
活
支
え
け
ん
干
瓢
の

機
械
赤
錆
び
て
野
に
す
て
て
あ
る

　
　
俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

花
見
二
度
で
き
る
と
北
へ
転
勤
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
田
鶴
子

ひ
ぐ
ら
し
や
語
り
足
り
ぬ
を
残
し
き
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
正
枝

匹
や
か
や
余
生
の
絵
筆
野
に
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

曼
珠
沙
華
か
ん
ぎ
し
に
し
て
下
枝
の
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壬生町文化祭行われる
　壬生町の文化の秋を代表する第14回壬生町文化祭

が10月４日から11月15日まで壬生中央公民館で開か

れ、壬生町文化協会（大倫理三郎協全長）の各部に

よる芸術と文化の薫る催しが行われました。

盛
況
だ
っ
た
お
茶
会

六美文化祭

　六美町３自治会合同の六美文化祭が10月31目と11

月１目の両目、六美会館で開かれ、子どもだちから

お年寄りの作品まで、所狭しと力作が並べられてい

ました。

「
国
連
障
害
者
の
十
年
」
最
終
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
市
町
村
網
の
目
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
庁

　
栃
木
県
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協

議
会
を
は
じ
め
、
県
内
福
祉
関
係
団

体
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
国
連
・

障
害
者
の
十
年
」
最
終
年
記
念
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
の
市
町
村
網

の
目
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
１
１
１
１
月
２
７
目
、

役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
「
国
連
・
障
害
者
十
年
」

の
最
終
年
を
迎
え
、
1
0
年
の
努
力
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
町
へ
手
渡
さ
れ
る
　
次
の
1
0
年
に
っ
な
い
で
い
こ
ラ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

日
本
列
島
を
北
と
南
か
ら
縦
断
し
、

１
２
月
８
日
の
国
民
会
議
パ
レ
ー
ド
に

合
流
を
目
ざ
し
て
行
わ
れ
た
全
国
規

模
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
懇
談
会
に
お
い
て
、

県
実
行
委
員
会
と
国
民
会
議
の
要
望

書
及
び
、
内
閣
総
理
大
臣
と
国
運
広

報
セ
ン
タ
ー
所
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

町
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
ご
寄
付

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

金
１
万
２
千
８
０
８
円

　
　
　
　
い
ず
み
自
治
会
野
球
部
様

全
１
万
円
（
７
回
）
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

　
ト
栃
木
県
第
1
8
団
様

金
１
万
円
（
４
回
）
ゆ
う
が
お
の
今
様

金
５
千
円
（
５
回
）
壬
生
町
心
身
障
害

　
児
者
親
の
今
様

金
３
千
円
　
栃
木
県
立
真
岡
工
業
高

　
等
学
校
様

金
１
万
円
　
　
　
　
吉
田
　
昭
三
様

金
３
千
３
１
０
円
（
1
0
回
）
壬
生
町

　
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
協
議
会
様

金
９
千
円
　
　
　
　
菊
地
ヤ
ス
子
様

金
９
千
円
（
２
回
）
松
本
　
幸
三
様

W

全

10

‾万

円

㈲八二－代行

　清水宏之森

益金を寄贈

金
２
２
円
　
　
　
　
　
匿
　
名
　
様

金
２
千
円
（
２
回
）

　
　
　
壬
生
町
健
康
教
室
友
の
会
様

金
５
千
６
８
４
円
（
・
５
回
）

　
　
　
　
　
壬
生
町
商
店
連
合
会
様

早が納　●　　●
め大期　国　町
に変限　民　県
納混間－　－’｀にﾘ蓄昌

まいは限　限
しま　｀１　　２
ょす納月一月＿

う　゜付29 10　1　4
°　悪日期日期

　　口　心ｗｗｗ

Ａ

の

ﾐﾉ

la

ﾉ
ｴ

]等し

まちのう'ごき

　　12月/1ﾚ日=現在

総人=ロソ40,052Å,(△1)=……i

……

i/ぃ着,う……い………19｡j如6表ぐ(訟i°jly==…………･でy=

ﾉ;,;ﾌ兪=……………=･"i………跨;246λ･(ム4jﾌ==='･==i

世帯ty･11,.9168･.世帯.･(＋10)……゜･

）内は前月比）
（
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